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要旨

本研究では、ラオスにおいて効果的な学校保健活動を企画、実践していくために、学童や教師のライフス

タイル、健康習慣およびソーシャルサポートの変化を簡易に把握するための質問紙を開発した。2010年に、開

発した質問紙を用いて、ラオス国立大学教育学部および附属学校に勤務する190名の教職員を対象として調

査を行なった。調査の結果から、食習慣に関しては、魚、よりも肉、肉よりも野菜を頻繁に摂取しており、果物

やデザートは、男性よりも女性の摂取頻度が高いことが明らかになった。半数近くの教職員が朝食を毎日摂

取していないことから、朝食の摂取を推奨する活動の必要性が示唆された。また、ラオス国立大学では、禁煙

対策が進められているにも関わらず、 20%の男性が喫煙していることから、学内での全面禁煙の取り組みを

徹底させる必要が示唆された。また、都市部では、お寺への参拝や喜捨などの宗教的行事への参加が希薄化

している傾向が伺えた。今後は、学童を対象とした調査や、農村部での調査を行い、学童のライフスタイル、健

康習慣および、ソーシャルサポートの現状、地域格差についても把握していく必要がある。

Abstract 
The objective of the study was to shed light on changes in lifestyle, health habits, social supports for teachers 

who work in faculty of education, National University of Laos in Laos People's Democratic Republic (Lao PDR). 

We developed our original questionnaire of lifestyle, health habits and social support. 

One hundred and ninety teachers and staffs in National University and it’s attachment school of Laos 

participated in our 2010 survey. 

Our results showed that in food intake, the participants eat most frequently vegetables, and meat rather than 

五sh.The female percentage of intake of fruits and dessert was higher than male’s. Furthermore approximately 

50 percent participants skipped breakfast. Regardless of anti-smoking introductions in National University of 

Laos have been developing, twenty percent of males have a smoking habit. In urban areas, the participants tended 

to decrease opportunities of taking part in religious activities such出 o旺eringprayers and giving their charity to 

temple. 

In conclusions, it is necessary for promoting physical and mental health to (l)have a breakfast regularly, (2) 

make a ban on smoking in university. (3)take part in religious rite as much as possible. We make plans to in-

detailed survey, focusing on the lifestyle, health habits and social support for (1) primary to high school students 



and (2) people live a life in rural訂 eas.Further study is to clarify the regional di宜erencein education and social 

capital. 
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I .はじめに

ラオスは、豊富な水資源、と豊かな緑に恵まれた、東

南アジアの後開発途上国である。ラオスでは、近年、

急速に開発事業が進められており、急激な発展と共

に、近代化と都市化の問題に直面している。これらの

急速な変化は、子どもの生活様式（ライフスタイル）、健

康習’慣やソーシャルサポートの在り方にも影響を及ぼ

している可能性がある。ラオスでは、2005年に、国家

学校保健戦略が策定され、2010年には、その改訂版

が策定されている。策定された戦略の中では、学校教

育において健康や環境に関する教育を行っていくこ

とが推奨されている1）。学童期に健全なライフスタイル

を獲得することは、健康教育や環境教育の目的の一

つである。急速な経済発展とともに、生活様式や社会

関係の在り方が多様に変化しつつあるラオスにおい

て、現実的かつ効果的な健康教育や環境教育の戦

略を策定してpくためには、子どもや教師のライフスタイ

ル、健康習慣および、ソーシャルサポートの現状を迅速

に把握し、その変化を追跡してpくための研究システ

ムの構築が求められている。

研究の目的

本研究では、ラオスにおいて学校保健を活用した

効果的なヘルスフ。ロモーション戦略を立案するため

に、ライフスタイルやソーシャルサポートの変化を簡易

に把握するための質問紙を開発し、ラオス国立大学

教育学部の教職員のライフスタイル、健康習慣およ

び、ソーシャルサポートの現状を把握することを目的とし

た。

研究の方法

本研究は、2010年2月に、ラオスの首都ピエンチャン

特別区にあるラオス国立大学において、教育学部お

よび附属の小、中、高等学校に勤務する教職員を対

象として実施した。データの収集には、プレスローの7つ

の健康習慣2）を基に作成した自記式の質問紙を使

用した。質問紙では、睡眠習慣（就寝・起床時間、合

計睡眠時間）、運動習慣（運動の頻度と種類）、現在

の体重と理想の体重、食習慣（1週間当たりの朝食、

魚、肉、野菜、果物、デザートの摂取頻度）について回

答を得た。また、アルコールの摂取習慣、喫煙習慣、

社会的活動への参加状況およびソーシャルサポート

の現状について回答を得た。

II .結果と考察

1）回答者の属性

ラオス国立大学教育学部と附属学校に勤務する

教員および職員、男性 56名（39.6±11.8歳）と女

性134名（41.0±9.3歳）から回答を得た（表1）。

表 1 教職員の属性情報

男性（n=56) 女性（n=l34)

独身 36.0 15.2 
既婚 62.0 78.0 

婚姻状況 離別 2.0 3.0 

死別 。。 3.8 

仏教 96.0 96.2 

宗教
キリスト教 2.0 。。
イスラム教 。。 0.0 

精霊信仰 2.0 3.8 

低地ラオ族 94.0 96.2 

民族
中地ラオ族 4.0 0.8 
高地ラオ 。。 3.1 
その他 2.0 。。
職業訓練校 8.0 32.6 

学歴
学士課程修了 60.0 60.6 

修士課程修了 32.0 6.1 
博士課程修了 。。 0.7 

国立大学の教員 86.0 43.9 

職業種
附属幼稚園の教員 2.0 19.7 
附属小学校の教員 4.0 10.6 
附属中・高校の教員 8.0 25.8 

勤務年数（年） 10.5±8.9 14.8±9.7 

2）睡眠習慣

男性の76.4%。女性の92.5%が、午後23時までに

就寝しており、男性の70.9%、女性の85.7%が午前6

時までに起床していた。平均睡眠時間は、男性で7.2

±1.0時間、女性で 7.6±1.0時間で、あった（図1）。
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図 1 平均睡眠時間

3）運動習慣と体重に関する認識

運動やスポーツを少なくとも週に1回は行って

i Eると回答した教職員は、男性で89.1%、女性で

87.2%であった。一方、全く運動やスポーツをし

ないと回答した教職員は、男性で10.9%、女性で

12.8%おり、運動習慣のない教職員に、いかに運

動に親しんでもらうかを検討していく必要がある。

行なっている運動・スポーツの種類に関しては、男

性はランニング（40.3%）が最も多く、次いでウォー

キング（38.2%）、サッカー（34.5%）であった。一

方、女性は、ウオーキング（63.9%）が最も多く、次

いでランニング（22.6%）、ノTドミントン（19.5%）で

あった。また、男性で54.5%、女性で 67.0%の教

職員が自分のボディバランスに満足してないと回

答した。現在の体重を減らしたいと思っている教

職員は、男性で23.6%、女性で58.3%であった（図

2）。男性よりも女性の方が、現在の体重に満足

しておらず、痩せたいと思っていることが明らかに

なった。しかしながら、本研究では、実際に体重を

計測することがで、きなかったため、今後は、体重の

計測を行い、実際の体重と、理想の体重との差を

明らかにすることで、教職員のボディイメージのず

れを明らかにしていく必要がある。
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図2 現在の体重と理想の体重との差

4）食習慣

朝食を毎日摂取していると回答した教職員は、

男性で50.9%、女性で54.9%であった。一方、全

く朝食を摂取しないと回答した教職員は、男性で

9.4%、女性で7.5%であった。続いて、週に1-2回し

か摂取しないと回答した教職員は、男性で26.4%、

女性で22.6%であった。男女ともに半数近くの教職

員が、朝食を欠食する日があると回答した。朝食の

摂取の重要性は、多くの研究で指摘されており3)

4 朝食の摂取を推奨する教育活動などの必要性

が示唆された。また、魚の摂取は、男性で、週に3.7

±2.9回、女性で4.3±3.8回であった。一方、肉の

摂取は、男性で週に4.3±2.5回、女性で4.5士3.3

回であった。野菜の摂取は、男性で週に6.4±3.8

回、女性で8.3±5.6回、果物の摂取は、男性で、週

に5.3±3.9回、女性で6.4±4.6回であった。デザー

トの摂取は、男性で、週に3.7±1.7園、女性で4.9

±3.8回であった。魚よりも肉、肉よりも野菜を頻

繁に摂取していることが明らかになった。一方、果

物やデザートの摂取は、男性よりも女性の摂取頻

度が高いことが明らかになった。今後は、摂取カロ

リーの計算等により、ラオス人の食習慣の現状をさ

らに詳細に把握していく必要がある。

5）アルコールの摂取習慣、喫煙習慣

アルコールを摂取している教職員は、男性で

64.8%、女性で44.3%、喫煙習慣のある教職員は、

男性で20.0%、女性で2.3%であった。ラオスでは、

2009年にTobaccoControl Lawが制定され、その

中には、教育機関における禁煙が示されている。ま

た、首都のビエンチャン特別区、チャンノTサック県、

ルアンパパーン県の3地域では、公共機関内での

禁煙が示されている3）。 また、法律制定以降、街の

いたるところに禁煙のポスターやステッカーが貼ら

れている。2008年時点でのラオスにおける喫煙率

は男性で67%、女性で16%と報告されており5）、教

職員の喫煙率は、全国データと比べると低い値を

示した。しかしながら、子どもの喫煙には、教員の

喫煙行動が影響を及ぼすことなどが指摘されてい

ることから旬、学内での全面禁煙の取り組みを徹底

させる必要が示唆された。

6）社会的活動への参加状況とソーシャルサポート

円
〈

U



の現状

社会的活動への参加については、 26.2%の教

職員が過去1か月に全くお寺に行っていないと回

答した。また、 36.9%の教職員が過去1か月に全く

僧侶等に喜捨を行っていないと回答した。さらに、

24.1 %の教職員が過去1か月に全く地域の社会活

動に参加していないと回答した。都市部では、お寺

への参拝や喜捨などの宗教的行事への参加が希

薄化している傾向がうかがえた。ソーシャルサポー

トに関しては、病気になった時に助けてくれる人が

全くpないと回答した人は、 2.2%であったが、経済

的な支援が必要な時に全く助けてくれる人がいな

いと回答した人は、 16.9%であった（表2)

表2 社会的活動への参加状況とソーシャルサポートの現状（%）

全く l回 l[副 1回 2-3回
毎日

ない /2 3月 ／月 ／週 ／週

寺への参拝 26.2 31.6 20.3 12.3 9.1 0.5 

僧侶への喜捨 36.9 28.3 11.8 8.6 8.0 6.4 

地域の社会 24.1 43.9 19.8 5.3 4.8 2.1 

活動への参加

家での祈願 32.1 21.9 11.8 11.8 9.6 12.8 

全くいない 少しいる たくさんいる

病気の時に助け 2.2 44.9 52.8 

てくれる人

経済的な支援が 16.9 56.2 27.0 

必要な時に

助けてくれる人

m.結論

効果的な学校保健活動を企画、実践していくた

めには、学童や教職員のライフスタイル、健康習慣

及びソーシャルサポートの現状を把握する必要が

ある。また、その変化を継続的かつ長期的に追跡

していくためのデータ収集やモニタリングのシステ

ムを構築する必要がある。本研究では、ラオスにお

いて、ライフスタイル、健康習慣およびソーシャルサ

ポートの変化を簡易に把握するための質問紙を開

発し、ラオス国立大学教育学部およびその附属学

校に勤務する190名の教職員を対象として調査を

行なった。調査の結果から、食習慣に関しては、魚

よりも肉、肉よりも野菜を頻繁に摂取しており、果

物やデザートは、男性よりも女性の摂取頻度が高

いことが明らかになった。半数近くの教職員が朝

食を毎日摂取していないことから、朝食の摂取を

推奨する活動の必要性が示唆された。また、禁煙

4 

政策が進められているにも関わらず、 20%の男性

が喫煙していることから、学内での全面禁煙の取

り組みを徹底させる必要が示唆された。また、 50%

を超える女性教職員が今よりも体重を減らしたい

と考えていることから、減量を目的とした運動指

導等が効果的である可能性が示唆された。また、

都市部では、お寺への参拝や喜捨などの宗教的行

事への参加が希薄化している傾向がうかがえた。

今後は、学童を対象とした調査や、農村部での調

査を行い、学童のライフスタイル、健康習慣および

ソーシャルサポートの現状、地域格差についても把

握していく必要がある。
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